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I. はじめに 

 高齢化の進む中国でも上海市はとくに高齢化の進行が著しく、高齢者人口割合は 2030 年に

32.42%になると予測されている。中国においても高齢者の自立の維持は重要な課題であり、自

立を維持するための手段として外出が注目されている。高齢者の外出と環境との関連に関する

研究は数多いが、中国での研究はほとんどみられない。そこで本研究は、上海市静安区の在宅

高齢者の外出の実態および屋外環境との関わりを明らかにし、外出を促す屋外環境のあり方を

提言することを目的とした。 

II. 研究方法 

1) アンケート調査：2013 年 2～3 月に、江寧路社区の 65 歳以上の住民から系統抽出した 300

人の対象者宅に自記式調査票を配布し、社区居民委員会にて回収した。男性 71 名、女性 56

名の計 127 名（回収率 42.3%）から回答を得た。 

2) インタビュー調査：社区居委会より紹介された 8 人に対し、ライフスタイル、外出先、屋外

環境に対する評価や要望などのインタビューを行った。 

3) 非参与的観察調査：2013 年 2～3 月に社区内の屋外で滞在している高齢者の活動および周囲

の環境を写真で記録した。 

III. 結果 

外出を望む人は 91.3%と多く、外出頻度は、日に 1～2 回（37%）、日に 3～4 回（24.4%）が

多かった。移動範囲（複数回答）は、居民区内（63.8%）、近隣の居民区内（55.9%）と、自宅

の周り（44.1%）が多かった。移動手段（複数回答）は、徒歩（89.8%）とバス（30.7%）が多

かった。主な外出目的（複数回答）は「お喋り」、「眺める·見る」、「買い物」、「散歩」、「座っ

て涼むあるいは日向ぼっこをする」、「社区活動への参加」の順であった。外出理由（複数回答）

では、「外の賑わいが楽しめる或いは面白い活動が見える」（70.1%）、「近隣に会う」（61.4%）、

「自然との触れ合い」（47.2%）、「体を鍛える」（46.5%）が多かった。 

外出の目的場所をみると、「買い物」の拠点は食品マーケットと自由市場であり、「近い」と

いう立地条件が重視されていた。食品マーケットをあげた理由では、「新鮮」「種類が豊富」と

いう物の品質の重視が多かった。自由市場については、「安い」「食品も日用品も揃う」という

品物に関する要因以外に、「にぎやか」「店の人と顔馴染みで交流がある」「近隣と会う機会が

多い」など場所の雰囲気、人と交流ができるという点も重視されていた。「憩い·娯楽」の場所

は、自宅の周り、公園、社区居民総合活動センター、自由市場と広場があげられた。「近い」

という立地条件以外に、活動ができる快適な場所が基本条件となっていた。憩い・娯楽場所の

室外環境については、場所の雰囲気や、空気、緑、水などの自然環境も重視されていた。室内

環境では、内装や空調などの設備が重視されていた。「交際」の場所は、自宅の周り、自由市

場、社区文化活動センター、老人活動室、社区生活サービスセンターと広場があげられた。「文

化·教育活動」の場所は、社区文化活動センター、社区居民総合活動センターと図書館であっ

た。これらは文化·教育活動の機能の他、空調や内装などの設備、「友達ができる」という交流

機能も望まれていた。そして、「先生がいい」「無料」も評価されていた。 

外出ルートの選択については、「目的地まで近い」「道の幅が広い」「緑が多い」という物理

的条件以外に、「立ち寄るお店がある」「にぎやか」「車が少ない」などの社会的環境要素が多

くあげられた。 

Ⅳ. 考察 

江寧路社区の高齢者の外出頻度は高かったが、徒歩で比較的狭い範囲内での活動が中心であ

った。外出頻度は、年齢、健康状態、外出目的により影響を受けること、外出範囲と、外出手

段、年齢、学歴、健康状態との間に有意な関係があることがわかった。 
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対象者の一番多い悩みは「健康と医療」であり、体を鍛え、健康を維持するための主な運動

は散歩であった。社区内の活動施設の利用率は低く、公共施設への依存度は低かった。 

外出活動に影響する屋外環境の要素として、自然的環境では、気候と緑·水の要素があげら

れる。社会的環境では、交通と道路の状況、近隣との交流、適切な施設の設置、「場」の許容

性、まちの雰囲気、目的地へのアクセスの便利さ、の 6 つの要素が重要といえる。 

3. 外出活動を促進する提案 

 高齢者の外出活動を促進する屋外環境整備として、1) 安全·快適な移動環境の整備（多様な

移動手段の確保、安全で充分な幅の歩行道路、連続性·回遊性のある歩行道路の整備、2) 外出

活動を促す地域拠点の環境整備（快適な活動環境、興味深い活動の提供など）が考えられる。 

Ⅴ. 本研究の限界と今後の課題 

本研究対象は比較的健康な高齢者が多かったため、バリアフリーの問題はあまりあがらなか

った。今後、虚弱な高齢者などを対象とした研究により屋外環境のバリアフリー化と外出活動

との関わりの検討が必要である。 
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